
グループ
名

ファシリテー
ター

区分 業種 業務

≪資源の循環・有効利用に関して≫
これまでに自社で排出事業者／処理
業者等と連携・協働して実施した取組

み事例があればご記入ください

≪資源の循環・有効利用に関して≫
現在の課題意識や今後取組みたい

テーマについてご記入ください
本イベントに期待することは何ですか 備考

産業廃棄物
処理業

◎産業廃棄物処理業務全般(収集運
搬・中間処理(破砕))
取扱い・医療廃棄物全般・事業系一
般廃棄物&amp;一般産業廃棄物・建
設系廃棄物・各種廃液及び廃薬品系
廃棄物・高濃度PCB&amp;微量PCB
廃棄物・大規模ショッピングセンター
の廃棄物

弊社は自社においては産業廃棄物の
中間処理を実施していますが、混載
されて搬入される廃棄物については
まず有価・無価に限らず再利用目的
で分別を徹底しております。その中で
契約時には排出事業所へ出来るだけ
分別しやすい排出方法を要請してお
ります。又、単品での排出となる場合
には単に処理だけではなく取引先と
情報交換を重ね適正なリサイクル
ルート(有価無価問わず)の構築を目
指した営業活動を実施しております。
廃石膏ボード、廃ガラス、生ごみ、廃
プラスチック類、古紙、容器包装廃棄
物関係、廃油、木くず、廃液等

弊社では感染性廃棄物をはじめとし
た医療機関から排出される産業廃棄
物を多量に取り扱っておりますが、そ
の中でも特に感染の恐れのない廃プ
ラスチック類(点滴パックや紙おむつ
等の多量排出単品)について現在は
委託先で焼却処理しているが、今後
リサイクルできないものかと考えてい
る。
現在の悩みは長いデフレの影響もあ
るかとは思われるが、廃棄物処理業
務が単純な価格競争等で選定される
ケースが以前より増えてきたと思わ
れることであり、排出事業所の意識も
二極化(きちんと考えている所と安
かったら何でもよい所)してきていると
感じている。処理業者としては今後新
たな付加価値を追及していかないと
単に適正処理しているだけでは取引
先に選ばれなくなるのではないかと危
機感を持っている。

排出事業所と処理業者との相互理解
を深め、信頼関係の構築に繋がるよ
うな場になればと思う。

産業廃棄物
処理業

廃棄物処理はもとより環境関連の問
題を、独自ネットワーク「KOYOエコ
ネットワーク」によりワンストップで解
決致します！！

「KOYOエコネットワーク」を用いた製
造副産物の一元管理 高付加価値リサイクルの提案

排出事業者の皆様の「資源循環・有
効利用」「廃棄物処理」に対する今後
のビジョンをお伺いしたいと思いま
す。

G
産業廃棄物
処理事業振
興財団
吉川主幹

排出側

電機製造業
廃棄物管理
環境管理全般（ＥＭＳ事務局）

・廃液晶パネルの再資源化
・家電リサイクル
上記２件とも全社的な取組みでありま
す。

・小型家電リサイクルの仕組み構築
の動向
・適正処分されているかどうかの現地
確認のポイント

・最新情報の入手
・他社との情報交換

印刷インキ
用・記録材
料用樹脂の
開発・製造・
販売

業務内容は多岐に亘りますが、今回
のシンポジウム参加は、研究開発部
門で排出した産業廃棄物の管理担当
者として、産廃物の減量化・リサイク
ル化の実現のために、ネットワークを
活用できないか？ヒントが得られるの
ではないかとの期待からです。
産廃物は、

従来から発生する廃棄物ではなく、試
作品として生産したものが、規格外と
なり、産廃物として処分せざるを得な
くなり、処理業者と新たな契約書を取
り交わして処分した。従来の形態と違
う形態での処分だったため、契約書
には処理単価や処分形態に条件が
盛り込まれた。

実験研究が進むことで、産廃物の量
は増加します。これまで産廃物として
引き取って頂いているものを、リサイ
クル化により、減量化したい。
具体的に減量化に成功した事例、失
敗談等を参考に取り組みの方向性、
方針を確認したい。

処理業者の方には、多岐に亘る産廃
物の適正処理に向けた取り組みを。
排出事業者の方には、減量化に向け
た具体的な取り組み、方策を教示頂
きたい。

ISO14001事務局
エコ商品（環境配慮品）開発プロジェ
クト事務局

広域認定制度を利用した自社製品
（企業ユニフォーム）の回収リサイク
ル

廃棄物リサイクルでの精度アップ
（サーマルからより循環性の高いリサ
イクルの実現）
より環境負荷の低いリサイクル処理
の採用と費用削減含む効率化
自社製品での完全リサイクルの実現

廃棄物リサイクルでの精度アップ
（サーマルからより循環性の高いリサ
イクルの実現）
より環境負荷の低いリサイクル処理
の採用と費用削減含む効率化
自社製品での完全リサイクルの実現

処理側

産業廃棄物
処理業、石
油小売販売

廃棄物処理（焼却、リサイクル）、石
油製品の輸送並び小売り

特にありません

・自社焼却炉の廃熱エネルギーの有
効利用。
・異業種とのコラボレーション。

・排出事業者の処理業者への期待、
望むものは何か。
・他社とどのような連携が図れるの
か。

サービス業

環境保全（産業廃棄物収集運搬、下
水道保守管理）
分析測定（ダイオキシン類、環境分析
等）

特になし 分析業務の強化
資源循環の今後について学びたく思
う。

15時半頃
退席予定

繊維製造・
販売、産業
廃棄物処理

産業廃棄物
処理業

環境担当者の業務支援のため、主に
電話・メール等の非対面ツールを使っ
て自社サービス案内・情報提供など
を行う業務。

製品ユーザーのニーズに合わせた商
品・技術開発の推進。
処理困難な廃棄物を、排出事業者と
の協力・設備導入により再資源化実
現。

少量廃棄物の効果的な回収と再資源
化について。
高臭気廃棄物の処理について。

排出事業者と処理業者との連携によ
る新たな再資源化の形のヒントを得
たい。
排出事業者の悩みや課題を把握し、
今後のサービス・情報提供に役立て
たい。

不参加

排出側

食品製造業
ポーションタイプのコーヒーフレッ
シュ・ガムシロップ等の製造販売

自社破砕設備による動植物性残渣の
一部資源活用

排出品の価値向上と循環型への可
能性検討

新たな知識習得と自社への活用
当日キャンセル

不参加 処理側

運送

港湾荷役
一般貨物自動車運送業
倉庫業
信書便事業

リサイクルに寄与 特になし 優良事業者について 当日キャンセル

不参加 処理側

廃棄物処理
業

産業廃棄物、一般廃棄物の収集運
搬・処分業 特にはなく、提案程度です。

資源化できるのもは、分別には力を
入れています。

公益社団法人　大阪府産業廃棄物協
会からの紹介、提案です。

当日キャンセル

4/4



資料2. 講演資料（第1部 基調講演）

1

｢循環産業の新たな局面へ！
連携と協働から考える次の一手」
基調講演
平成26年2月14日（金）

目指すべき循環産業の
高付加価値化

鳥取環境大学特任教授
サステイナビリティ研究所長

田中 勝

１．資源の浪費
（廃棄物問題）と

循環型社会

(C)(株）廃棄物工学研究所

持続可能な社会に向けた総合的な取組

温室効果ガス排出量
の大幅削減

低炭素社会

３Rを通じた
資源循環

循環型社会

持続可能な社会

地球生態系と共生して
持続的に成長・発展する

経済社会の実現

自然共生社会

自然の恵みの享受と継承

気候変動とエネルギー資源

気候変動と生態系 生態系と環境負荷

3

今のままで良いの？ 現状と課題

国 内 ：廃棄物等が多様化することによる処理の困難化

不法投棄など不適正な処理による環境負荷の高まり

廃棄物の最終処分場のひっ迫

国際的 ：天然資源の枯渇への懸念や地球温暖化問題などの地球規

模での環境問題

課題・・・天然資源の消費を抑制と環境負荷の低減

現状・・・大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会

①３R（発生抑制、再使用、再生利用）の取り組みの推進

②バイオマスなどの再生可能エネルギーの利用の推進

③適正処分の推進、最終処分場の確保、不法投棄現場の原状回復等

4

発生した廃棄物等についてはその有用
性に着目して「循環資源」として捉え直し、
その適正な循環的利用（再使用、再生利
用、熱回収）を図るべきこと、循環的利用
が行われないものは適正に処分すること
を規定し、これにより「天然資源の消費を
抑制し、環境への負荷ができる限り低減さ
れる社会」
出典 循環型社会形成推進基本法第二条（H12年公布）

循環型社会

5
資料提供：環境省

循環型社会の姿

6
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2

循環型社会と廃棄物マネジメント
私たちの暮らしと

経済活動インプット

資 源
・

エネルギー

アウトプット

廃棄物 環境負荷
物質

資源の循環利用

・リデュース
・リユース
・リサイクル

水処理
排ガス
処理

環境対策

廃棄物の
適正処理

リサイクル
不適物

汚泥 ダスト

廃棄物
マネジ
メント

7

望ましい環境指標は？

環境負荷

資源消費量

廃棄物の発生量

リサイクル率

埋め立て量

8

2．廃棄物処理と
その課題

(C)(株）廃棄物工学研究所

廃棄物処理の原則
 廃棄物処理の目的は生活環境の保

全、公衆衛生の向上

 廃棄物処理の費用負担は、
PPP (polluter-pays principle）
汚染者費用負担の原則

 廃棄物処理の責任は、排出者の責任

(C)(株）廃棄物工学研究所

10

廃棄物処分量の削減の方策

最終処分最終処分

資源化物

残渣

破砕選別施設

可燃物

粗大不燃

セメント化セメント化

溶融処理溶融処理

分別

資源回収 リサイクル

ER発電

11

日本の廃棄物処理の課題

循環型社会
形成推進の

必要性

12
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生産者（Design for Environment）

排出事業者

分別排出

産廃処理業者

適切な最終処分

廃棄物管理の基本原則（３R Principles）

RReduceeduce

リサイクル

RRecycleecycle

RReuseeuse

Material Recovery

Energy Recovery

13

エンド・オブ・パイプ・アプローチ

排出された廃棄物を、収集し運搬
して焼却や埋立処分する伝統的
な廃棄物処理

ごみ処理施設はNIMBY（Not in 
my Back Yard）

(C)(株）廃棄物工学研究所

14

ライフサイクル・アプローチ

生産者から、流通業者、消費者な
ど川上のセクターと連携して、問
題の解決に当たること

みんなでPPPから拡大生産者責
任EPR（ extended producer 
responsibility）へ

(C)(株）廃棄物工学研究所

15

動脈・静脈の循環

16
資料：横浜資源リサイクル事業協同組合より

(C)(株）廃棄物工学研究所

３．動脈産業の取り
組み

(C)(株）廃棄物工学研究所

生産者の廃棄物配慮
 廃棄物が発生しないような設計（
ＤｆＥ=Design for Environment 、
for Solid Waste Management ）

 発生抑制、再使用、再生利用

 売らない、リースで機能を提供

(C)(株）廃棄物工学研究所

18
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 牛乳びん：従来よりも薄く軽量化され、再利用で
きる回数も多くなっている

 ペットボトル：従来よりも薄く軽量で丈夫になり、
つぶしやすく、ラベルをはがしやすいなど、リサ
イクルしやすいさまざまな 工夫がされている

 百貨店やスーパー、コンビニなどのお店では、
マイバッグの持参を呼びかけてレジ袋を削減し
たり、不要な包装を 避ける「スマートラッピング
」を実施

ごみゼロ社会のために行っていること【企業】

政府公報オンラインhttp://www.gov-online.go.jp/useful/article/200910/4.htmより

(C)(株）廃棄物工学研究所

19

ガラスびんや段ボールの軽量化例
各容器包装の製造・利用事業者、事業者団体は、中身製品の安全・安心

を保ちつつ、資源の利用量を削減し、環境負荷を削減するための取り組み
を、自主行動計画が策定された2005 年以前から続けてきています。

3R 推進団体連絡会 第一次自主行動計画（2006～2010 年度）
5 年間の取り組み成果と2010 年度フォローアップ報告より

(C)(株）廃棄物工学研究所

20

４．循環産業の
高付加価値化

循環産業における高付加価値化とは（１）

22

要素 取組例

ベネフィット 公衆衛生の向上 悪臭、害虫の減少、疫病の発生防止など

生活環境の保全 公害防止、快適性の向上など

環境保全 CO2削減、汚染物質削減など

資源
保全

エネルギー 発電、熱回収など

資源 リユース、リデュース、リサイクル

災害対応 災害廃棄物の処理

収益性の向上 リサイクル品、コンポスト事業物の収益効
果など

その他 排出事業者の安心感・グリーン調達、
環境教育、地域の安心など

コスト 設備投資、運送費用、保管費用など

⊿ベネフィット／⊿コストを最大化すること

循環産業における高付加価値化とは（２）

23

法の順守
リスク回避

経済的メリット
（直接・間接）

CSR（企業の社会的責任）

要素 各種法制度の位置付け

ベネフィット 公衆衛生の向上

生活環境の保全

環境保全

資源
保全

エネルギー

資源

災害対応

収益性の向上

その他

コスト

循環産業における高付加価値化とは（３）

24

廃棄物処理法 優良産廃処理
業者認定制度

環境配慮契約
法

各種
リサイクル法

第三次循環型社会形成推進基本計画

└ 第２節 国内における取組
１ 「質」にも着目した循環型社会の形成

（１）２Ｒの取組がより進む社会経済システムの構築
（２）使用済製品からの有用金属の回収
（３）水平リサイクル等の高度なリサイクルの推進
（４）有害物質を含む廃棄物等の

適正処理システム の構築
（５）災害時の廃棄物処理システムの強化
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5

資源有効利用の取組 事例１ （ﾒｰｶｰ）

パナソニックエコテクノロジーセンター（PETEC）

 使用済み製品からの高付加価値な資源回収、再利用

ダスト（廃棄物）を削減する有機物分解処理システム

（パナソニックHPより）

・触媒（酸化チタン）反応を用い、燃やさないで
ダスト（廃棄物）の処理が可能

・ダストに含まれる金属は自動回収され、
再生資源として活用可能

25

資源有効利用の取組 事例２（技術ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ）

 水平リサイクル等の高度なリサイクルの推進

技術 サプライヤー 概 要 連携動脈企業

ボトル to ボトル 協栄産業

（栃木県小山市）
廃ペットボトルをフレーク状に粉
砕、特殊なアルカリで洗浄後、真
空・高温下で処理して分子に染
み込んだ不純物を除去するとと
もに「再縮合重合反応」をする。

サントリー食品イン
ターナショナル
キリンビバレッジ

日本コカ・コーラ

繊維 to 繊維 帝人株式会社
（松山事業所）

ペレット状の繊維くずを脱色し、
DMT（テレフタル酸ジメチル）に分
解し、再生PET製造

米7社、欧州9社、
アジア3社等、150

社以上

繊維to Liquid
ｴﾈﾙｷﾞｰ利用、
ﾏﾃﾘｱﾙR

日本環境設計

（東京都、工場：
愛媛県今治市）

・廃衣類（綿）を小売店経由で消
費者から回収し、ﾊﾞｲｵｴﾀﾉｰﾙ化。

・玩具や文具等のﾌﾟﾗｽﾁｯｸをﾐﾂ
ﾊﾞﾁﾏｰｸの回収袋で回収し、もう
いちどﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製品の材料や新
しいものへﾘｻｲｸﾙ

ｴﾄﾞｳｨﾝ、丸井、良
品計画、ﾊﾟﾀｺﾞﾆｱ等

ｲｵﾝ、良品計画、ｲﾄ
ﾖｰｶ堂、ﾀｶﾗﾄﾐｰｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ、ｷﾔﾉﾝ、ｴﾌﾟｿ
ﾝ、ﾋｭｰﾚｯﾄﾞﾊﾟｯｶｰ
等46社

（各社HP等より） 26

資源有効利用の取組 事例３（流通・小売業）

 流通・小売業からの回収システムの提案

27

流通業 回収システム等の概要 リサイクル委託先

セブン＆アイ・
ホールディングス

・ペットボトルの水平リサイクル
店頭（約220店）に回収機を設置。ペットボトルを

１本投入する毎に、電子マネーでリサイクルポ
イント（0.2円分）を還元
→ 客数の増加

ボトル toボトル
（協栄産業）
ボトル to トレー

（エフピコ）

流通業 回収システム等の概要 リサイクル委託先

ユニー ・食品リサイクル
食品リサイクルループの構築（地産地消）

・容器包装リサイクル

使用済み容器包装（発泡スチロールトレイ、
ペットボトル、レジ袋、びん缶、牛乳紙パック等）
の再生資源化
・小型家電リサイクル

小型家電リサイクルの実証試験への協力

地元堆肥化企業、
専門資源化企業

等

（各社HP等より） 27

資源有効利用の取組 事例４（メーカー・流通・小売）

 デザインによるアップサイクルの推進

28

メーカー・流通・
小売

回収システム等の概要 リサイクル委託先

NPO法人
NEWSED
PROJECT

・廃材を材料として高品質でデザイン性の高い
商品を開発
都内ブランドショップにて展開
→１店舗からスタートした販売網は僅か２年で

全国１００か所の店舗にまで拡大

－

（HP等より） 28

優良産廃処理業者認定制度 優良認定数の推移

29

平成25年12月27日現在

優良認定年月 H23 H24 H25 合計

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

各月の優良認定・優良確認の許可数（件） 36 117 221 216 207 183 162 163 203 124 200 226 122 122 147 165 132 108 127 138 89 77 98 159 94 103 130 157 158 116 134 117 58 4,609

優良認定・優良確認許可数（件）累計 36 153 374 590 797 980 1142 1305 1508 1632 1832 2058 2180 2302 2449 2614 2746 2854 2981 3119 3208 3285 3383 3542 3636 3739 3869 4026 4184 4300 4434 4551 4609 -

各月の新規優良認定業者数（者） 18 43 45 26 21 19 19 34 23 18 27 37 19 19 21 16 13 19 15 14 10 8 21 34 9 11 19 18 22 17 16 16 7 674

優良認定業者数（者）累計 18 61 106 132 153 172 191 225 248 266 293 330 349 368 389 405 418 437 452 466 476 484 505 539 548 559 578 596 618 635 651 667 674 -

※ 優良認定されてから把握されるまで数週間程度要するため、平成25年11月～12月の数は暫定値です。

29

１．許可の有効期間が５年から７年に延長

２．優良マークの許可証などにより排出事業者へPRが可能

３．許可更新等の申請時の添付書類を一部省略可能

４．財政投融資における優遇措置（㈱日本政策金融公庫の環境・
エネルギー対策貸付制度における融資が低利率）

５．優良さんぱいナビにより排出事業者向けに効果的な情報発信
が可能（平成24年３月から運用開始）

６．環境配慮契約法において、国・独立行政法人等が産業廃棄物
の処理を委託する際に、優良基準適合者が高く評価される入
札方式を採用（平成25年２月５日閣議決定）

優良産廃処理業者認定制度 認定取得のメリット

30
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環境配慮契約法の概要

国や地方公共団体等の公共機関が契約を結ぶ場合に、

一定の競争性を確保しつつ、

価格に加えて環境性能を含めて評価して、

最善の環境性能を有する製品・サービスを供給する
者を契約相手とする

仕組みを制度的につくる

・国等による環境負荷（温室効果ガス等の排出）の削減

・環境負荷の少ない持続可能な社会の構築

ねらい

31

産業廃棄物の処理に係る契約【評価項目】(p.142)

評価項目 評価内容

環 境 配 慮
へ の 取 組
状 況

事業者共通

環境/CSR報告書 環境/CSR報告書の作成・公表により評価

温室効果ガス等の排出削
減計画・目標

温室効果ガス等に関する排出削減計画の策定・目標
の設定・公表を評価

全従業員への研修・教育 全従業員に対する産業廃棄物の適正処理、環境配慮
への取組等に関する研修や教育を実施していること
を評価

優 良 基 準
へ の 適 合
状 況

認定制度への適合

優良適性（遵法性） 特定不利益処分を5年間受けていないことにより評価

事業の透明性 インターネットによる情報公開等により評価

環境配慮の取組 ISO14001等環境マネジメントシステムの認証を受け
ていることにより評価

電子マニフェスト 電子マニフェストシステムへの加入の有無により評
価

財務体質の健全性 自己資本比率や経常利益金額等の平均値等事業者の
財務体質により評価

産業廃棄物処理業者の評価項目及び評価内容の例（基本項目）

32

産業廃棄物の処理に係る契約【評価項目】(p.143)

評価項目 評価内容

環 境 配 慮
へ の 取 組
状 況

収集運搬業

環境に配慮した運転・管理 エネルギー使用量の把握、エコドライブ、車両
点検・整備の実施状況等により評価

低燃費・低排出ガス車の導入 低燃費・低排出ガス車の導入割合により評価

中間処理業者

低公害型建設機械の導入 処理に当たって建設機械を導入している場合は
排出ガス対策型、低騒音・低振動対策型建設機
械の導入割合により評価

熱回収の実施 処理に当たって発電、熱供給、余熱の有効利用
を行う場合はこれを評価

最終処分業者

低公害型建設機械の導入 処理に当たって建設機械を導入している場合は
排出ガス対策型、低騒音・低振動対策型建設機
械の導入割合により評価

産業廃棄物処理業者の業態固有の評価項目及び評価内容の例（追加項目）

中間処理業者の再生利用の取組として産業廃棄物の種類に応じた再生利用方法や再
生利用率等を必須項目として仕様書に盛り込むことや評価項目としての設定も可能

33

• 誰がどのように、ベネフィットを評価するか

• どのように正しい情報、判断基準を提供する
か

• 収益性がなければデモンストレーションのみ
で持続性がない

• 「産業廃棄物の適正処理」という事業領域に
縛られない意識の改革が必要

循環の高付加価値化における課題

34

３R社会関連ビジネス（リユース業）

 ブックオフ（本、CD,DVD；500億円）

 ハードオフ（家電、楽器、衣料；443億円）

 セカンドストリート（衣料、バッグ、靴；273億円）

 コメ兵（宝石、貴金属、時計：273億円）

 ゴルフパートナー（ゴルフクラブ：137億円）

 アップガレージ（カー・バイク用品：132億円）

 ブランドオフ（宝石、貴金属：104億円）

日本リユース業協会資料
35

循環産業の海外展開

 先進的技術を保有している。

 廃棄物が急増しているアジアを視野に

 世界規模で環境負荷の低減、我が国の経
済の活性化

(C)(株）廃棄物工学研究所

36
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インド:
○H23-H24 日本環境設計株式会社
• インド国グジャラート州における携帯電話を中心とする小型家電等リサイクル事業
○H24 日本磁力選鉱株式会社
• インド国の製鉄所から発生する製鋼スラグの有効活用化事業
○H25 富士電機株式会社
• インド国における工業団地内廃棄物を利用（メタン生成）した循環システム構築事業
○H25 株式会社プランテック
• インド共和国タミル・ナドゥ州におけるごみ焼却発電技術の導入可能性調査

ベトナム:
○H23-H24 株式会社市川環境エンジニアリング
• ベトナム国：再生燃料（RPF）製造販売事業並び

にRPF製造システム販売事業
○H24 川崎重工業株式会社
• ベトナム社会主義共和国ハノイ市におけるセメ

ントキルンを利用した都市廃棄物処理事業に関
する実現可能性調査

○H24-H25 日立造船株式会社
• ベトナム国ホーチミン市における固形廃棄物の

統合型エネルギー回収事業
○H25 株式会社市川環境エンジニアリング
• ベトナム社会主義共和国におけるD-waste（建

設解体廃棄物）の循環システム構築・展開事業

タイ:
○H23-H24 イー・アンド・イー ソリューションズ株式会社
• タイ王国バンコク特別市周辺発生廃棄物の集中中間処理設備プロジェクト
○H24-H25 リマテック株式会社
• タイ王国北部地域におけるセメント工場を核とした一般廃棄物及び産業廃棄

物の3Rシステムの構築
○H25 三友プラントサービス株式会社
• タイ国における処理困難性有害廃棄物処理事業

マレーシア:
○H23 ＪＦＥエンジニアリング株式会社
• マレーシア国クアラルンプール首都圏における都市ごみによる再生可能エネル

ギー発電プラント建設・運営事業及びリサイクル社会形成に向けての提言
○H24 株式会社新菱
• マレーシア等ASEAN地域における電子産業生産プロセスを含めたトータルリサ

イクルシステムの構築事業

フィリピン:
○H23 株式会社ＥＪビジネス・パートナーズ

H24 株式会社エイト日本技術開発
• フィリピン国イザベラ州における固形廃棄物の広

域収集・エネルギー回収・衛生埋立事業
○H25 株式会社西原商事
• フィリピンメトロセブ地域におけるレジ袋等の軟

質系廃プラスチック類マテリアルリサイクル事業
の可能性調査

ミャンマー:
○H24-H25 JFEエンジニアリング株式会社
• ミャンマー国グレーターヤンゴンにおける循環型社会形成

支援及び廃棄物発電事業の実施可能性調査

「我が国循環産業海外展開事業化促進業務」対象事業一覧（H23 - H25）

インドネシア
○H25 株式会社新菱
インドネシア共和国における電
機産業バリューチェーン全体に
かかるリサイクルシステムの構
築事業

中国:
○H23 三井金属鉱業株式会社
• 香港における電子スクラップからの銅・貴金属リサイクル前

処理事業
○H23-H24 株式会社NTTデータ経営研究所
• 中国天津市における廃プラスチックのマテリアルリサイクル

事業
○H24 株式会社東亜オイル興業所
• 中華人民共和国瀋陽市における油性廃棄物の総合リサイ

クル事業
○H25 株式会社クレハ環境
• 中国江蘇省向け工業固形廃棄物適正・無害化処理事業

トルコ:
○H24 株式会社神鋼環境ソリューション
• トルコ・マルマラ海沿岸都市における廃棄物中間処理事業
○H24 豊田通商株式会社
• トルコ共和国電気電子機器廃棄物及びELVミックスメタル

の統合リサイクルシステム整備事業

39

中 国
・2007年より日中廃棄物・リサイクル政策対話を実施
・2009年6月、日中環境大臣間で、川崎-瀋陽の「環境
にやさしい都市」協力に関する覚書締結

フィリピン
・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施

ベトナム
・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施
・2009年12月に国家戦略が策定

インドネシア
・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施
・3R国家戦略最終案が政府承認手続き中
・2010年10月24日 両国環境大臣間で「固形廃棄物、
有害・毒性廃棄物管理分野における協力覚書（MOC）
」を締結

韓 国
・2006年より日韓廃棄物・リサイクル政策対話を実施

バングラデシュ
・2006年から、3R国家戦略策定支援を
実施
・2010年12月に国家戦略が策定

シンガポール
・2010年7月環境大臣政務官とシンガポール環境庁CEO間でLOI(基本
合意書)署名

カンボジア
・2006年から、3R国家戦略策定支援を
実施

タイ
・2005年から、3R国家戦略策定支援を
実施

アジア各国への３Ｒ国家戦略策定・法制度整備等の支援、二国間政策対話

マレーシア
・2010年から、食品廃棄物管理に関する戦略計画策
定支援を実施

39
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ＬＩＸＩＬの資源循環の高付加価値化と
優良認定業者との連携について

株式会社ＬＩＸＩＬ プロダクツカンパニー

安全・環境統括部 環境推進部

横手 睦彦

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

トステム、ＩＮＡＸ、新日軽、サンウエーブ、東洋エクステリアの
５社が統合し、２０１１年４月１日から（株）ＬＩＸＩＬがスタート。

１．株式会社ＬＩＸＩＬ（リクシル）の企業紹介

1

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

ＬＩＸＩＬ ＣＯＲＥ（企業理念）

私たちは優れた製品とサービスを通じて、

世界中の人びとの豊かで快適な

住生活の未来に貢献します。

ＬＩＸＩＬ ＶＡＬＵＥ（共有価値）

従業員の共有する９つの価値観

ＬＩＸＩＬ ＷＡＹ（私たちの約束）

１．ＬＩＸＩＬのありたい姿

２．ＬＩＸＩＬの使命

３．ＬＩＸＩＬの提供価値

ＬＩＸＩＬ ＶＩＳＩＯＮ（経営目標）

住生活産業における

グローバルリーダーとなる

２．ＬＩＸＩＬグループ経営理念 LIXIL TETRA 

2 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

３‐１．ＬＩＸＩＬグループ環境方針

環境理念

ＬＩＸＩＬグループは、人びとの暮らしが地球と調和することを願い、

住まいづくりのあらゆるプロセスにおいて、環境に配慮した主体的な取り組みを続けていきます。

3

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

３‐２．ＬＩＸＩＬ環境ビジョン／３つの重点テーマ

自然の恵みをいかした製品とサービスを提供しながら、

お客さまと共にこれからの暮らしを考えます。

重点テーマ1

日々の事業活動において、低炭素・資源循環・自然共生に

つながる運営を行います。

地域や社会の一員としてステークホルダーとの

相互理解を深め、共同して独自の活動を行います。

重点テーマ2

重点テーマ3

4 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

本日の発表内容

・ 資源循環の高付加価値化

・ 優良認定業者との連携

5
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Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

資源循環の高付加価値化

6 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

４­１．産業廃棄物処理の現状＜業種別排出量＞

建設業で排出される廃棄物は、全体の約２０％を占めています。

出典；環境省HP 平成23年度実績 7

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

４­２．産業廃棄物処理の現状＜不法投棄の割合＞

出典；環境省HP 平成24年度投棄件数

建設系廃棄物が不法投棄全体の約７５％を占めています。

8 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.
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４­３．産業廃棄物処理の現状＜最終処分率＞

建築資材類は、様々な素材が複合されており、再資源化が難しく、
その多くが処理困難物として埋立て処分されています。

出典；環境省HP 平成23年度実績より

9

（％） 産業廃棄物の種類別最終処分率
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５‐１．ＬＩＸＩＬエコセンター＜活動目的＞

製品を売りっぱなしにするだけではなく、

お客さまの使用済み製品を資源循環させる一役を担うことで、

メーカーとしての社会的責任を果たしたい。

①住宅関連メーカー自らが、産廃処理業を行う

ことで、住宅リフォーム店へ安心を提供する。

②製品設計を熟知し、分解・分別ノウハウを持つ

メーカーだからこそ、製品リサイクル設計を

高めた商品開発を支援する。

＜ＬＩＸＩＬエコセンターの活動目的＞

ＬＩＸＩＬエコセンター開設

10 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

５­２．ＬＩＸＩＬエコセンター＜拠点＞

ＬＩＸＩＬエコセンター常滑 （2007年5月～）

愛知県常滑市鯉江本町三丁目6番地

ＬＩＸＩＬエコセンター茨城 （2011年6月～）

茨城県つくば市上大島字神明1863番地2

ＬＩＸＩＬエコセンター仙台 （2013年1月～）

宮城県仙台市宮城野区蒲生二丁目2番24号

２００７年５月、住宅設備メーカーとして国内で初めて
産業廃棄物処理業をスタート。

11



資料2. 講演資料（第2部 優良事例発表） 2014/3/16

3

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

６．ＬＩＸＩＬエコセンター＜活動目的①＞

中間処理業

リフォーム店

工事店
など

産業廃棄物処理業者

12

住宅関連メーカーであるＬＩＸＩＬ自らが中間処理業者となり、

責任を持って、リフォーム廃材の収集・運搬、処分を行っています。

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

住宅リフォーム工事現場では、たくさんの廃材が発生します。

13

６­１．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

リフォーム廃材は、保管場所で種別ごとに収集缶に分別されます。

14

６­２．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

粗分別された廃材は、収集缶ごとＬＩＸＩＬエコセンターへ運搬します。

15

６­３．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

収集された廃材は、分別基準に従い、手作業でさらに分別します。

16

６­４．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

熟練された職人により、徹底的に手分解します。

17

６­５．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞
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手分解され、マテリアルごとに細かく分別します。

18

６­６．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

処理・運搬しやすいよう破砕機で減容します。

19

６­７．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

有価物は資源として売却、新たな資源として社会に還元します。

20

６­８．ＬＩＸＩＬエコセンター＜産廃処理の流れ＞

Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.
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33
品種

銅、黄銅、青銅、ＳＵＳ、銅下級、
銅ジャンク、鉄、アルミ合金、
鉛合金、雑線、ポッティング基盤、
基盤、コイル、モーター、ヒーター
ほか

25
品種
以上

ＰＰ（白、雑色）、ABS（白、雑色）、
ＰＥ（白）、ＰＳ、ＰＯＭ、塩ビパイプ、
ほか

有
価
プ
ラ

20
品種

硬質廃プラ、軟質廃プラ、木くず、
陶磁器くず、がれき、タイル、鏡、
石膏ボード、蛍光管、断熱材、
廃ＦＲＰ
ほか

７．ＬＩＸＩＬエコセンターの分別品種実績

手作業により、分別品種５０品種以上を実現しています。
徹底してマテリアルリサイクルにこだわります。

21
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８．ＬＩＸＩＬエコセンター＜活動目的②＞

製品環境アセスメントチェック表 （情報抜粋）

◆順守すべき基本エコ性能【評価必須】
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◆目標とするエコ性能【公的基準、自社基準、新規目標性能】

◆リサイクル性訴求

作成日 2014年○月○日

第1版

部長 課長 ＴＬ LCD推進者 担当者

枠組み 基準概要 結果

つくる ＊＊＊＊＊＊

つかう ・・・・・・・・・・・・

もどす ・・・・・・・・・・・・

「リサイクル設計」訴求 訴求する エコセンターでの分解・分別評価実施結果 □合格 □不合格

マテリアルリサイクル可能率 ％ □合格 □不合格

「リユース設計」訴求 ↓選択 エコセンターでの分解・分別評価実施結果 □合格 □不合格

LCA訴求 ↓選択 LCA算出結果

製品開発の仕組みの中に、「リサイクル設計」視点を盛り込んでいます。

22 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

８­１．エコセンターから開発部門へのフィードバック

分解時間：85分、測定時間(1人)：75分

銅 0
銅（メッキあり） 0
黄銅 60 60
青銅 0
・・・・・・・・
PP（難燃無し） 687 582 11 2,075
PP（難燃入り） 0
ABS（難燃無し） 125 152 10 304
ABS（難燃入り） 0

・・・・・・・・ 0

金属 合金 0 0 0.00
その他の非鉄
金属

FRP 0 0 0.00
強化プラス
チック製品

軟質プラ
（梱包材のストレッチフィル

0 0 0.00
プラスチック
フィルム・シー

マイナー有価プラ 10 74 61 383
表示なしプラ 60 60
木（柱、角材） 0 0 0.00 製材

鏡 0 0 0.00
その他のガラ
ス製品

ガラス 0 0 0.00 板ガラス

Oリング（EPDM） 5 1 0 6 6 0.03 合成ゴム

軟質プラ（廃プラ） 10 6 0 319
硬質プラ（廃プラ） 24 1 25
MDF 0
合板（樹脂付パーティクル
ボード等）

0

原料
部品重量【g】

合計
LCA入力素材
重量合計

CO2排出量
【㎏‐CO2】

LCA入力項目

銅

ポリプロピレ
ン

304 1.05
その他の合成
樹脂

樹脂
2,540 4.72

金属

60 0.18

その他の合成
樹脂

木材

その他

樹脂

443 1.53

その他の合成
樹脂

木材 0 0.00 合板

樹脂 344 1.19

■部品重量入力シート

不可
（産廃資源）
※サーマル
リサイクルも
しくは埋立

可
（マテリアル
リサイクル
可能資源）
※マテリア
ルとしてリサ
イクルできる
が、処分費
の名目でリ
サイクル費
用が発生も
しくは、無償
引取り

可
（有価資源）
※リサイク
ル資源とし
て販売でき
る

可否判断

合計点数【個】

3912013/7/25

マテリアルリサイクル
可能率【％】

92.0

合計重量【g】

5,598

製品名（品番）

○○○○

評価実施日

原料ごとの部品重量を計測し、製品のマテリアルリサイクル可能性を
評価、開発部門へフィードバックしています。

軟質プラ樹脂不可

硬質プラ

木木材

ガラスその他

PP（難燃なし）樹脂

・・・・・・・

黄銅

合金金属可

（マテリアル
リサイクル
可能資源）

・・・・・・

ABS（難燃なし）

軟質プラ

FRP樹脂

表示なしプラ

MDF木材

銅（メッキあり）

銅金属可

（有価資源）

原料可否判断

23
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①

②

③

④

素材表示（する：○、しない：×）※金型を加工する 素材名

①ベースプレート ○ 金型修正にて対応 PP>GF30<

②ボルト ○ 側面にあり（写真白←部付近） PA

③温水タンク × 発売初期は入れていないが将来的に金型修正、入れる予定。 PP

④脱臭ダクト ○ 内側にあり（写真参照） PP

PP

PA

８­２．マテリアルリサイクル設計視点の取り入れ

素材表示がなかった部品についても、金型を修正し表示する等、
リサイクル設計評価の結果が、製品開発に活かされています。

24 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

優良認定業者との連携

25
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９．優良認定業者とそうでない業者との違い

視点 優良認定業者さま（経験談）
過去に取引があった

優良認定でない業者さま（経験談）

営業

対応

営業が現場を熟知しており、受入可能な廃棄物
を明確に答えて頂ける。

契約後、処理業者の現場から受入れ
できないとの連絡があり、再契約した。

相談をすると、2日後には回答を頂け、現場
確認が必要な場合は、訪問日がすぐ決まる。
分別提案や、処理不可能であれば他社を紹介
頂ける。

相談をしても、レスポンスが悪く、再度
連絡すると、弊社では処理できないと一
方的に言われた。

現地視察をお願いした際、こちらの希望日時で、
快くお引き受け頂ける。

現地視察をお願いしたところ、忙しいと
言われ、希望日より1週間延期した。

５Ｓ 事務所の棚が整理されており、確認したい資料
をすぐにご提示頂ける。

棚に、ファイルされていない用紙が積上
げられており、探しても出てこない。

改善
意識

汚泥ピットを持つ会社で、風見鶏で風の向きを
確認し、風が幼稚園に向かっているときは、
ピットをシャッターで閉じるなど、毎年、改善が
見られる。

優良認定業者は、営業・５Ｓ・改善意識の視点で特に優れており、
廃材処理に対する意識の高さを実感できています。

26 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.

１０．ＬＩＸＩＬの廃棄物処理業者選定の方向性

ＬＩＸＩＬでは、社内でも廃棄物処理業者委託基準を制定し、選定指標と
しています。今後は、優良認定業者に限定して、連携を深めていく方向です。

←↑ 廃棄物処理業者チェックリスト（抜粋）

27
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１１．本日のまとめ

・ 徹底的な手作業で、細かく分解・分別することで、
より資源として再生しやすい流れを生み出している。

・ 製品開発の段階から、製品使用後のリサイクル性を考慮し、
再資源化しやすい製品設計を進めている。

資源循環の高付加価値化

優良認定業者との連携

・ 優良認定業者は、営業・５Ｓ・改善意識の視点で特に優れており、

廃材処理に対する意識の高さを実感できる。

・ ＬＩＸＩＬとして、レベルの高い優良認定業者に限定して、

連携を深めていく方向になりつつある。
28 Copyright © LIXIL Corporation, All rights reserved.
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排出事業者と連携した
“ワンストップサービス” について

2014年2⽉5⽇
環境開発⼯業株式会社
業務部 渡辺 隆志

目次

•会社概要

•ワンストップサービスのはじまり
１． 契約している産廃処理業者たくさんで困っていたお客様

２． 産廃処理業者の一本化

•ワンストップサービス漸進
１． 当社における循環の高付加価値化
２． 循環の高付加価値化のための連携・協働

３． お客様との連携・協働による効果

４． 連携・協働において大変だった点、ポイント、課題

•新事業
１． 消火器リサイクル
２． バイオレメディエーション
３． 環境と福祉融合

•今後の展開

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.

会社概要
会 社 名 環境開発⼯業株式会社
本社・⼯場 北海道北広島市北の⾥41番地27
総敷地⾯積 17,894ｍ2（約5,413坪）
東京事務所 東京都神⽥佐久間河岸84番地号
創 ⽴ 昭和51年5⽉9⽇
資 本 ⾦ 48,000,000円
役 員 代表取締役会⻑ ⻑⾕川 徹

代表取締役社⻑ ⼭ ⽥ 太郎
従 業 員 74名 (2014年2⽉1⽇ 現在)

2001年1⽉ ISO14001認証

障がい者就労⽀援企業
働く障がい者を⽀援しています

産業廃棄物処分業許可番号 北海道 00120004747
産業廃棄物収集運搬許可番号 北海道 00110004747
特別管理産業廃棄物処分業許可番号 北海道 00170004747
特別管理産業廃棄物収集運搬業許可番号 北海道 00160004747
⾦属くず商許可 北海道公安委員会 厚別（⾦）第1号
⼀般廃棄物処分業 北広島市 北広環境指令第26号
⼀般廃棄物収集運搬業 北広島市 北広環境指令第20号
船舶廃油処理事業許可 北海道運輸局 第143号
古物商許可 北海道公安委員会

豊平（古）第101290000525号

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd. ワンストップサービスのはじまり
１． 契約している産廃処理業者たくさんで困っていたお客様

創⽴当初から、廃油のリサイクル事業を中⼼に産廃収運・処分を⾏っていた当社のお客様は、
廃油を当社へ、その他の産廃は種類ごとに処理可能な複数の業者へ委託していました。
その結果・・・

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.

・どの廃棄物をどの業者へ排出するかわからない。
・廃棄物が溜まり、置場がきれいにならない。
・⼀般廃棄物も混載になる。

・多くの業者の契約書、マニフェストの管理が⾯倒。
・種類ごとの業者について、社内周知徹底が必要。

多くのお客様は、廃棄物の管理を通常業務の⽚⼿間で⾏っていることが多く、
特に実際携わっている現場担当の⽅は、契約内容やマニフェストの内容をよくわかっていない中、
廃棄物を管理していました。

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービスのはじまり
２． 産廃処理業者の一本化

そこで、当社で対応可能な産廃処分業と、多くの種類において許可を受けている産廃・特管
産廃収集運搬業を活⽤し、業者の⼀本化をお客様へご提案しました。

廃ＬＬＣ廃 油 ⾦属くず 廃プラ類 廃エレメント 廃ＯＡ機器

・分別し易いようにラミネート表⽰の置き場を作成。
・廃棄物が溜まりすぎる前に定期回収し、管理。
・置き場の「⾒える化」＝ 隠さない！

・契約書、マニフェストの管理数が減る。
・当社で収運し、処分業者が他業者の場合も契約書、
マニフェストの作成、管理をお⼿伝い。

当社に⼀本化することによって、⽚⼿間で⾏っていた廃棄物管理業務が簡素化され、さらに複数
の排出事業場があるお客様と定期的にM/Tを⾏い、置場や書類等の状況を当社が把握し、本社様
への報告が可能となりました。

焼却物 蛍光管
乾電池

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービス漸進
１． 当社における循環の高付加価値化

お客様の中には、商取引の都合など様々な理由で処理業者を⼀本化できないこともあります。
また、当社に依頼頂いても当社だけでは対応できない廃棄物処理もございます。
その場合についても、当社がお客様とその複数の業者との間の窓⼝となり、独⾃のネットワーク
を活かした新スキームをお客様のニーズに合わせてご提案致します。

お客様

油⽔分離槽清掃
北海道衛⽣⼯業（株）

廃タイヤ

（株）共栄燃産

機密書類・古紙

北海紙管（株）

タンク清掃、漏洩検査

（株）⼩川技研サービス

その他困っている
こと何でも

家電リサイクル5品⽬

江別清掃（株）

同業他社協⼒

同業者他社から廃棄物排出量
データを当社に提出して頂き、
当社にて、請求書から排出量
データ、リサイクル率まで⼀括
管理が可能となります。
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KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービス漸進
１． 当社における循環の高付加価値化

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービス漸進
１． 当社における循環の高付加価値化

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービス漸進
２． 循環の高付加価値化のための連携・協働

当社はお客様のスタッフとして「⼀緒に考え」、コンサルティング致します。

複数の排出事業場があるお客様も、⼀つ⼀つ訪問し、現場担当の⽅とコミニケーションをとり、
本社担当の⽅と現場担当の⽅との「つなぎ役」になります。

協⼒会社、同業他社とのコミニケーションをとり、様々なニーズにお応えできるよう備えています。

お客様間での商取引も「つなぎ役」として、紹介いたします。

例）・⾞両やＯＡ機器の購⼊
・設備、メンテナンス、建設

排出事業者様向けの講習を当社にて⾏っております。

同業他社の処分場視察のアテンドをいたします。

お客様にて処分場視察が難しい場合は、当社が代⾏し視察いたします。

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービス漸進
３． お客様との連携・協働による効果

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.ワンストップサービス漸進
４． 連携・協働において大変だった点、課題

・意識統⼀
当社、営業マンの意識・知識・提案内容の統⼀はもちろんですが、
お客様社内のあらゆる意識を統⼀すべく、ご提案ご説明が必要です。
同業者間のお客様へ向かう意識・スタイルの統⼀も必須でした。

・料⾦
⽬に⾒える「処理費⽤」だけで、業者選定をすることを優先されて
いるお客様には、当社を選定するメリットをご理解頂けないことも
ありました。

サービスに終わりはないと考えます。

常に新しいことを模索し、ご提案し続けます。

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.新 事 業
１． 消火器リサイクル

⼀般社団法⼈⽇本消⽕器⼯業会にて、2010年1⽉1⽇より「広域認定制度」を取得され、消⽕器
リサイクルが始まっています。
当社は、「指定引取場所・リサイクル施設」に認定されております。
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KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.新 事 業
２． バイオレメディエーション

昨年、従来産廃にてお取引頂いていたお客様の油漏洩事故をきっかけに、油で汚染されてしまった
⼟壌や河川など「バイオ処理」する事業を展開致しました。

■オイルスポンジ（油吸着剤）

・再⽣綿とクルミ科の植物・
ペカンを原料とし、油を残さず
吸着します。

・⼀度吸着した油は外に染み出し
ません。

・中に処⽅してある天然微⽣物が
2〜3ヵ⽉程で油を分解します。

・廃棄物処分の必要がありません。

■油とりクリーナー（油分離洗浄剤）

・油が付着した⼟壌から油分を剥離
します。

・中に処⽅してある微⽣物が油の分⼦
を低分⼦化し微⽣物による分解速度
を速める補助的役割を果たします。

・洗浄剤が流出しても環境に問題あり
ません。

実際の事故現場

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.新 事 業
３． 環境と福祉の融合

当社にて採⽤している障がい者雇⽤⽅法を活かし、お客様へ雇⽤⼿法等をコンサルさせて頂きます。

業務委託契約

指導員

障がい者

社員

福祉施設指導員

指
導

合
格
！

企業の直接雇⽤

福祉施設指導員

業務実⾏

業務内容を指導

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.今後の展望
１． より一層の高付加価値化に向けて

Create the Future

環境開発⼯業株式会社

今までの延⻑線上
ではない新たな道

業界を⾶び越えた
スキーム作り

KANKYO KAIHATSU KOGYO Co.,ltd.

ご清聴ありがとう
ございました。

環境開発⼯業株式会社
業務部 渡辺 隆志
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2014年 シンポジウム／ワークショップ
「循環産業の新たな局⾯へ！連携と協働から考える次の⼀⼿」

事例紹介：

持続可能社会の実現に向けた
帝⼈の循環型繊維リサイクル 「エコサークル®」

帝⼈株式会社
⾼機能繊維・複合材料事業グループ

経営戦略・企画管理チーム

⼤野未央良

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

⽬次 1.はじめに

1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤（ケミカルリサイクル技術）
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
6. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
7. 終わりに
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1.はじめに
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1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤（ケミカルリサイクル技術）
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
6. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
7. 終わりに

課題認識の共有

（１）⼈類は誕⽣当初より⾃然環境に負荷をかける存在であったが、産業⾰命以前は
⾃然の⾃⼰修復性の範囲に収まっていた。

（２）産業⾰命以降は経済活動が過去に類を⾒ないスピードで急速に拡⼤したことから、
⾃然への負荷がついに⾃⼰修復性を超え地球環境を⼤きく変化させてしまった。

（３）その結果、「地球温暖化」、「化⽯資源枯渇」、「廃棄物処理」など多様な切り⼝で
環境問題が取り上げられるようになったが、これらの問題は複雑に絡み合っており、問題の
本質を捉えるのが⾮常に困難となっている。

（４）今後も経済活動は益々拡⼤していく中で、「環境負荷低減」 が重要なキーワード
となっている⼀⽅、以下のような⽅向性を検討していかなければならない。

① 「-（マイナス）」から「0（ゼロ）」だけでなく、「+（プラス）」への転換
② 様々なステークホルダーが有機的に結びつく活動

（→単発で終わらない永続性）

1.はじめに
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《持続可能社会に向けて》

2.帝⼈の企業概要

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤（ケミカルリサイクル技術）
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
6. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
7. 終わりに

帝⼈の事業グループ構成 2.帝⼈の企業概要

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

ポリエステル繊維事業
合繊リサイクル
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帝⼈の会社概要、業績 2.帝⼈の企業概要

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

帝⼈の企業理念とブランドステートメント

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

2.帝⼈の企業概要

帝⼈グループの環境経営
◆ 1992年に「帝⼈グループ地球環境憲章」を制定。

2007年7⽉には「環境経営宣⾔」を⾏い、
「環境保全」、「環境配慮設計」、「環境ビジネス」を軸に環境経営を推進している。

環境保全 環境配慮設計 環境ビジネス
⽇常の事業プロセスにおいて環境
負荷を低減させる活動

環境負荷低減を製品やプロセス
設計に反映させる活動

環境改善への貢献⾃体を⽬的に
するビジネス

環境保全の⻑期⽬標
（2020年度）

「アースシンフォニー」

「帝⼈グループ環境配慮設計ガイ
ドライン」に基づき、環境に配慮し
た活動を通じて、地球環境との調
和を図ることをお知らせするための
マーク

３つの循環
・終わりのない⽯油資源の循環
ポリエステル製品のリサイクル

・カーボンニュートラルな素材
バイオプラスチック

・排⽔の循環・再利⽤
総合排⽔処理
⽔処理技術ソリューション

項⽬ 対象 内容
CO2排出量 国内 1990年度

対⽐20%
以上削減

化学物質排出
量

世界 1998年度
対⽐80%
以上削減

⾮有効活⽤廃
棄物発⽣量

世界 1998年度
対⽐85%
以上削減

2.帝⼈の企業概要

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

帝⼈のポリエステル繊維事業の基本⽅針

ポリエステルテクノロジーで
環境負荷を低減する

ソリューションを提供する

機能素材
環境配慮/快適性付与

製造プロセス⾰新
環境負荷の低減

バイオマテリアル
脱化⽯資源

リサイクル
物質循環/易リサイクル設計

 バイオマテリアル、リサイクル、機能素材、製造プロセス⾰新 を融合させた「ハイブリッド
戦略」を、ポリエステル繊維事業の重要戦略に位置付け推進している。

2.帝⼈の企業概要

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

3.資源の⾼付加価値利⽤
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1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤（ケミカルリサイクル技術）
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
6. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
7. 終わりに

循環型リサイクルシステム「エコサークル®」

従来の製品回収を前提としたリサイクルシステムに加えて、ポリエステルチェーン全体を包括
的にとらえた循環リサイクルを提唱している。

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

3.資源の⾼付加価値利⽤
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マテリアルRとケミカルRとのプロセス上の相違

使⽤済み
ポリエステル製品

砕いて粒にしたもの ポリエステル原料
（DMT）

PETボトル 砕いたもの ペレット

マテリアルリサイクル繊維

溶融

化学分解

ケミカルリサイクル繊維

ケミカル
リサイクル繊維

マテリアル
リサイクル繊維

 品質安定→⻑繊維（⽯油由来のものと同等）
 作れる品種が無制限→循環型リサイクル

 主には綿・短繊維としての使⽤が主流
 1〜2WAYリサイクル

3.資源の⾼付加価値利⽤

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

ケミカルによる差別化・特殊⽷⽣産

ウェーブロン® エアロカプセル®
◆防透性
◆耐摩耗性
◆吸汗速乾性
◆ｿﾌﾄな⾵合い
◆防⾵性・耐⽔性up

◆軽量感

○アウター
○スポーツウェア○⽩⾐

○カーテン
○裏地

トリクシオン® カルキュロ®
◆ストレッチ性
◆適度な膨らみと反撥性
◆ﾅﾁｭﾗﾙな外観

◆吸汗速乾性
◆ｽﾄﾚｯﾁ性
◆ﾄﾞﾗｲ感

○アウター
○パンツ

○婦⼈服

3.資源の⾼付加価値利⽤
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リサイクル種類ごとの特徴⽐較

サーマル
リサイクル

マテリアル
リサイクル

ケミカル
リサイクル

⽯油由来繊維
（参考）

内容 製品を燃焼 製品を溶融 製品を化学分解 ⽯油を精製

再⽣品 熱エネルギー
ポリエステル中間素
材（綿・S短繊維・
⼀部の⻑繊維）

ポリエステル元原料
（全ての⻑繊維

OK）
---

リサイクル
対象 対象物を選ばない PETボトル等 PET成分物 ---

廃棄物
削減

 廃棄物の有効利
⽤はするが廃棄
物削減効果は限
定的

 PETの再利⽤が
可能

 最終製品は再利
⽤できない

（One Way）

 繊維廃棄物の削
減が可能

 最終製品までリサ
イクル可能

（循環型）

 直接の廃棄物削
減には繋がらない

機能・
品質 ---  特殊・機能⽷は

⼀部対応不可
 ハイエンド品の再

⽣産が可能
（⽯油由来同等）

 ハイエンド品の再
⽣産が可能

3.資源の⾼付加価値利⽤
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帝⼈のケミカルリサイクル拠点 松⼭事業所 3.資源の⾼付加価値利⽤
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帝⼈（株）松⼭事業所の写真

4.エコサークル®の紹介
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1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤（ケミカルリサイクル技術）
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
6. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
7. 終わりに

繊維to繊維リサイクルの仕組み作り

製品を集めて
帝⼈の⼯場へ

リサイクル可能な製品へ

新しいポリエステル繊維へ

ユーザーPARTNER

メーカー/⼩売
MEMBER

メーカー/⼩売
MEMBER

環境に対する⾼い意識を持つ、国内外のエコサークルメンバー企業と協⼒体制を構
築し、商品の開発、商品化、回収、再利⽤を協同で推進している。

4.エコサークル®の紹介
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《三位⼀体の運営》
①エコサークルパートナー
②エコサークルメンバー
③帝⼈
→いずれが⽋けても運⽤できない
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エコサークル®メンバーの拡⼤

・・・

 ご賛同いただいた企業をメンバーとして登録し、
商品の開発、商品化及びその回収・再利⽤を
共同で進めている。

現時点で150社以上まで拡⼤している。

欧州 北⽶

・・・

・・・

中国 ⽇本

4.エコサークル®の紹介

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

5.取組内容-具体的事例-
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4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
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7. 終わりに

これまでの主な⽤途展開例①

定期券

テント

電⾞シート

ベッド
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5.取組内容-具体的事例- これまでの主な⽤途展開例②

ドライスパナイズ吸汗速性素材
（新感性＋機能性）

《ファッション・アパレル》
ファッションアパレル企業と
完全循環型リクルートスーツを展開

《ユニフォーム》
・⾃治体の制服
・電機メーカー作業着
・建設企業作業着
・⾷品メーカー作業着

《スポーツ・カジュアル》

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

5.取組内容-具体的事例-

最近の主な取組事例

◆ 上海万博⽇本産業館 アテンダント制服

中国ユニフォーム市場への拡⼤ 産業資材⽤途への拡⼤

◆ JR東⽇本の電⾞シートクッション材

Key Word：「環保」＝中国語で「エコ」の意味

◆ 今後の展開検討

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

5.取組内容-具体的事例- 体操服!いってらっしゃい、おかえりなさいプロジェクト（tiopro®）

京都市と共同で京都市⽴の学校を対象とした学校体操服のリサイクルの取組み開始

全国の学校を対象として取り組む「エコサークル®」を活⽤
した学校体操服のリサイクルプロジェクト

 プロジェクトに賛同した学校は、帝⼈もしくは
旭化成せんいのリサイクル可能なポリエステル
繊維を使⽤した体操服を採⽤し、使⽤後に
不要となった体操服の回収を実施。

 また、児童・⽣徒の環境意識を育むため、体
操服を回収する際には、⽣徒が直接先⽣に
体操服を⼿渡すことを提案している。

O：おかえりなさい

T：体操服

I：いってらっしゃい
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5.取組内容-具体的事例-
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tiopro®で実現したいこと、できること

tiopro®では、児童・⽣徒の環境意識を育むため、体操服を回収する際に
は、⽣徒が直接先⽣に体操服を⼿渡すことを提案

⼦供たちにとって⾝近な体操服を「物を⼤切にする実体験」によって、「物を
⼤切にする⼼・喜びを学んで欲しい」との願いを込めている。

「体を動かす時の服」
+

「物を⼤切にする喜びを学び、リサイク
ルを体験できる⽣の教材」

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

5.取組内容-具体的事例- tiopro®が果たす役割
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⼦供たち
ご⽗兄

⾃治体
（例：京都市内の公

⽴学校）
帝⼈ メーカー

アパレル

購⼊

回収協⼒

対象品選別
排出

回収

費⽤負担
（運賃・処理費⽤）

ケミカルリサイクル
実施

対象製品
素材供給

対象製品製造
（タグ付き）

リサイクル品管理
（タグ供給）

販売
環境保全活動へ

の参画意識

環境保全の実践
教育

地域社会へのPR

ゴミ削減
市イメージUP

環境都市の実践
地球温暖化対策・
エネルギー施策 環境保全貢献

企業イメージUP
エコ製品の販売

皆で⽀え合って成り⽴つ地域・官⺠協同の仕組み

環境保全貢献
企業イメージUP
エコ素材普及

■役割
■期待効果

5.取組内容-具体的事例-

6.排出事業者と処理事業者との有効な連携に向けて
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1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤（ケミカルリサイクル技術）
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 取組内容-具体的事例-
6. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
7. 終わりに

循環型社会形成推進基本法のポイント

5. どうしても捨てるしかない物は、環境を汚さないように処分すること。

排出抑制（リデュース）

再利⽤（リユース）

再⽣利⽤（リサイクル）
*ケミカル or マテリアル

熱回収（サーマル）

適正処分

《処理の優先順位》

1. 出てくるゴミを出来るだけ減らすこと。

2. 不要になった物は、出来るだけ繰り返し使うこと。

3. 繰り返し使えない物は、資源としてリサイクルすること。

4. 資源として使えない物は、燃やしてその熱を利⽤すること。

《責任》

 排出者責任・・・・・・・・  ゴミを捨てる⼈が、捨てようとするゴミのリサイクルや処分に
責任を持つこと

 拡⼤⽣産者責任・・・・  モノを作る⼈や販売する⼈が、そのモノがゴミになった後まで
⼀定の責任を負うこと
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6.排出事業者と処理事業者との有効な連携に向けて

製品回収・エコサークル®の運⽤

回収の仕組み検討

排出事業者&帝⼈

排出事業者

帝⼈（松⼭）

帝⼈→排出事業者

帝⼈（松⼭）

リサイクル物の配送

ケミカルリサイクル

受⼊評価

エコサークル®認定

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

エコサークルパートナー

製品使⽤

エコサークルメンバー

製品化

回収の仕組み

メンバー&帝⼈

循環型リサイクルシステム（ループ）
右上に続く

排出事業者
→“エコサークルメンバー”へ

エコサークル®製品の使⽤
→“エコサークルパートナー”

6.排出事業者と処理事業者との有効な連携に向けて 製品回収・エコサークル®の運⽤

帝⼈
《松⼭事業所》

エコサークルメンバー
《排出事業者》

エコサークル®パートナー
《ご使⽤者》

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

《排出事業者=エコサークルメンバー》
• 排出事業者独⾃で回収

■エコサークルメンバー主導
（例）アパレル（Patagonia等）

• 地域で確⽴した回収の仕組み
（例）地⽅⾃治体

• 他企業と連携した回収の仕組み
■異業種連携主導

→仕組みの確⽴を⽬指す
（例）排出者+回収者の連携

《使⽤者=エコサークルパートナー》

帝⼈も⼀緒に知恵を出し合い、円滑な回収・
リサイクルの仕組みを考えていきたい

6.排出事業者と処理事業者との有効な連携に向けて
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7.終わりに

1. はじめに
2. 帝⼈の企業概要
3. 資源の⾼付加価値利⽤としてのケミカルリサイ

クル技術
4. 繊維to繊維リサイクル「エコサークル®」の紹介
5. 排出者と処理者との有効な連携に向けて
6. 取組内容-具体的事例-
7. 終わりに
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「リサイクルの輪」 中国への拡⼤ 7.終わりに
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循環型リサイクルシステムの構築 ユニフォーム市場における拡⼤

中国化学繊維⼯業協会と中国の化学繊維産業の
発展に向けた包括的な相互連携に基本合意

（2012年2⽉）

帝⼈ ⼤⼋⽊CEO（左）、中国化学繊維⼯業協会 端会⻑（右）

アサヒグループホールディングス(株)の
中国拠点2社（2012年1⽉）

李寧がスポンサーとなっているCBA（China 
Basketball Association：中国プロバスケッ
トボールリーグ）の公式ユニフォーム

富⼠ゼロックスチャイナ、富⼠ゼロックスエ
コマニュファクチャリング（蘇州）有限公司
の⼯場ユニフォーム

ECO CIRCLE®による環境負荷低減効果

 ゴミを出さない。

 ⽯油の消費を抑える。

 エネルギー使⽤量を84%削減、
CO2排出量を77%削減。

（⽯油からポリエステル原料を製造するまでを⽐較した場合）
【出典】 繊維製品3R委員会（経済産業省）で報告された「繊維製品のLCA調査報告書」

7.終わりに
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エコサークル® 10周年 7.終わりに

Copyright TEIJIN LIMITED 2014 All Rights Reserved

持続可能社会に向けて
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環境問題を語るな前提は、「今後も⼈類の経済活動は益々拡⼤していく」という
事実。

従って、帝⼈では、地球トータルでは必ず増え続ける「環境負荷」を如何にして低
減できるのか？という⾃問を⾏っている。

帝⼈では、「ポリエステルテクノロジーで環境負荷を低減するソリューションを提供
する」ことを基本⽅針としている。

資源の⾼付加価値利⽤を⽬指す「エコサークル®」はその環境戦略の⼀翼を担う
帝⼈独⾃のリサイクル・システム

7.終わりに 帝⼈技術の総⼒をあげて -One Teijin-
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 「エコサークル®」だけではなく、今後も持続可能社会の実現に向けて帝⼈の
技術の総⼒をあげて幅広く活⽤され社会に貢献できることを願っている。

-帝⼈の6事業を結集して⼀つの⼒に-

7.終わりに
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[東京会場] 

  

会場全景 第 1 部 基調講演（鳥取環境大学 田中氏） 

第 2 部 優良事例発表（株式会社 LIXIL） 第 2 部 優良事例発表（株式会社環境開発工業）

第 3 部 ワークショップ  
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第 3 部 ワークショップ  

第 3 部 ワークショップ発表風景  

第 3 部 気付きの共有  
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[⼤阪会場] 

会場全景 第 1 部 基調講演（鳥取環境大学 田中氏） 

第 2 部 優良事例発表（帝人株式会社） 第 2 部 優良事例発表（株式会社 LIXIL） 

第 3 部 ワークショップ  


